
Ａ．積雪寒冷地の都市を対象とした評価⽅法
・既存都市の課題等を整理し、積雪寒冷地におけ

る都市空間像の評価項⽬として雪処理エネル
ギーおよび屋外空間の⾵雪環境（雪環境、⾵環
境）を提案しました。

・様々な街区形態を対象に積雪シミュレーション
を実施し（図2）、街区形態ごとに評価項⽬に
基づく評価を⾏いました（表1）。

・積雪寒冷地の都市では、除雪に対し多⼤なエネ
ルギーや社会的コストを費やしており、冬季の
寒さや積雪の影響も著しいなど、温暖な地域と
は異なる都市空間像が求められています。

・本研究では、積雪寒冷地における望ましい都市
空間像の評価視点と評価⽅法を整理し、冬季の
屋外快適性や除雪に係るエネルギー消費などの
街区形態による差異をケーススタディにより⽰
すことを⽬的としています(図1)。

本研究の成果は、北海道におけるコンパクトシ
ティ形成などの都市施策、再開発計画などにおい
て活⽤されます。

C．⾵雪環境の評価
・街区形態別に吹きだまり、歩⾏路の積雪、⾵環

境を評価しました（表1B）。
・評価の結果、⾼層建築物の場合、低層部の基壇

と中⾼層部の形態を⼯夫することにより、吹き
だまりの影響や寒冷感を緩和し、歩⾏空間の快
適性向上に繋がることがわかりました。

図2 街区を対象とした⾵洞実験および気流解析
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表1 積雪シミュレーションに基づく⾼層街区を
対象とした評価結果の例

１．北⽅圏の都市を対象とした実態調査
・既存都市における課題等の整理、評価視点の整理

２．積雪シミュレーションによる検討
・街区形態ごとの特徴を実験的・解析的に把握

３．積雪寒冷条件を踏まえた街区形態・都市空間像の検討
・街区単位での除雪負荷、エネルギー消費等の試算

図1 研究フロー
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B．雪処理エネルギーの評価
・街区形態別にロードヒーティングおよび運搬排

雪に要するエネルギーを試算し、雪処理エネル
ギーを評価しました（表1A）。

・評価の結果、街区形態の差異により街区内の雪
処理に要するエネルギー消費が異なることがわ
かりました。
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